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 米工津地先の海苔種一手場調査と養殖試敦
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 対駆ユ4占安

 ※/ユ月)4日の!X/3ρ証(全区画〕ヒ2月〃目の8ユ。酉(全医邑〕は含まザ

 そし(肉眼的な覆聚6もその効票はみら札なし1公主菖票体を検銃するヒ.施肥したも

 のは黒掴肥区のもの1こ比べ綱幅四書物の充溢次知ら丸.ヲ1γの効果はあるものと細豚i

 机る,し少し、当地生では渥葛生育1二最も系レ、阿択をもつ水雷弐壱く、眼垢の雇条件下

 苧壷全な生育が疽きt札て充分吸政するかを持ってし、嶋、ものか、或は高水温6消費ま

 が倍増し。供試農変香はなお稀乏な為1(肥勉よ認められないものか.他県下ζ打つだ殖

 肥試験。如き辱結暴は得ら九なコ、った'





 フノリ増殖墓碇註こ政

 者釆っノリの増殖と云えば胞子の岩空は自然の加二狂せている妓石礒掃除、岩面概皮

 岩礁威砕などゲ行われて未(し、る公、でρ〕曽殖地釆は本真下てば増殖の例iコ=なく現状鮭符

 或は減肢の場冶もあつ(頭石でなかった一

 豪潅区水研の須藤凍富は雇手書空を人為的にな丁「タネマキ」を研究し.戻好な成綬が

 得られたので.各矧:広く雷反さ机漕赦をみ(いるが、同程度の成熟度でありながら羅手

 の荻出量に美果があり、薄荷院手水の濃度次鵜濠なにめ発芽琴悪く目散生宿に優占せら才し

 る場合が偶々見得けら札るので一、人工的河杖出促隆が司.距弓小、か試験し併せて7ノリ舵

 手の荻出潮聯蛮し巳
 §.戚料段び万法

 6月3日採取したマフノ1」、フクロフノリ.ハナフノ1〕と翌4目深駅しだマフノlj亙

 或曙=向右FγO∫元一出葛刀仇∫Sを敷きつめた1シャーレー中に入札て杖出仕しめ、約ノ0分盾
 原案を取上げ着生孜乙破鏡算定し、その宕も砦養し銅す(約ノヶ月后の着生致乞も算定

 した。ヌ6月24貝探。取し〔マフノリ瓦!定見度の寒…晶中1こ:曼漬しく放出せしめ.約ノ0

 分石原1夏を敢」二げ(溶栄中の胞与をピペリトさとっζFγos々d柊。∫∫1=者生せしめ定量
 した.尚っノリ『セ手')菰出費目ばj芝附し(釆戸=っノu圭切片挨疏し査三巨し仁。

 §.鰭累と考察

 の汲出量の時固的震化

 '定訳曼(ノ5弛)の厭濠を!定糧思(歪95伽)めシ》'し一中1二収め(取出と

 じめ沈降着生辻しめ仁全過畔固別のノC肌～白リ平均r駅員ぴ/ヶ月(7月/3目)段の

 残存敦はオ/衣の示す姑くである。

箪蔓評竺奏五三
 一ψ8ヲ5554

11/1;1三手二二二
 1干1計{エム

 (宇ノー表〕

 こ九によると,採取し(小らユ4醇阿倉の白のよu4星65時向と取出量もヲくな

 るび9o貯蔚も至適す札ば急駅に一減じ(いる。し小し約/ブ冒后の残存量をみるヒユく

 瞬町至嘔したものはZ4÷小浅じζし、ないのに対して49貯固后のもの1式〃〃.65
 時阿自1否仏9と演じて.荻出竃は事くなってら管削は駄1よう6ある。?バ綱

 塁埋自のものは放出量は帆1我残停量は㍑6よ時好宣のものよリ妻く特異な理象を

 塁し(いるが・フクロフ川1こなると?・帰陥でも担当の触柵リ・残存即比



 軍二εz∫(眉当の衰歎阿弧置してモ・糟短しうる量一の哀史小調あら糺る1ハナフノ・阯一
 番もヲくの双其量杖あつ(厘騎勉に葎童b百花はように思える。

 @案昌夏責による放出童の褒北
 約ユ4蒋向蔭=千をなし、/疋蔓(/∫労)与・秤量して各種釆昌申1こて衣虫亡しめ

 服獄は才2衰舳<なり対原ピした夫添覆鯛水よ11杖雌の帆わたものも
 みられるび'大分部のものが多くなってし、る・仔に洪酸カ1〕のam/%溶液.硝政ソ

 ーダψ/ル.巻梗は対照よリュ椙以一ヒの衣赴択あり頭老な劾衰ボみら花.演廣一央道匠
 6舳ば今酬鮒しに番乗勃穐んピ全託蛸望ζように石た舳る.最己板状豆の

 1ゾ収公ったものは夙乗の仏4%落夜で対照の二4に毛潜たない状態てア'レフアナフヲリ

 ン鵡=暇の0.0/%溶液.琳曹の皿05%.燐酸カりのθ・θ0∫%窓淀ど束1こ費定が浸か

 ・)ヒよう1こ思われる.

    菜昌毛o!cc当平一向坂出量累昌る・/・・当平蛎幽
    天蒸返盟海氷∠.σ一鰐音5m/%■.3一
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 (老ユ表)

 ③フノリ陀手の杖出期

 牛月下旬以降、星二藤島両漁協に依頼し(8～7日南陽に択寂幽ヨして栗た色のζ・=

 全個体につき切片検鏡し沢の如く錐別表示し、錆民は末3表の如くてある。
 形成なし・一・一一一全然形成∫札でいないもの

 形成初靭'・一.・`鱈手一4本にめっ(1よ一団分目ε手と一なるべ主旨養ま田1把が長穴になリネ万めた

 時期こ、偶性体にあっては受精琶の筒張肩二する状態を認める蘭菊の
 εの

 放蒸…一一一階与体にめっ(は組1;分割さ机たもの本多畝移版き札、厨牡本ζ1ま

 商頼充分肋ち札黒畝に形鮒才したもの。
 放出一・一…滅蒸個体で炉しさも吃手の択出が認めち礼るもの.

 (赤3家」

 1止肝一一肌舳・
 1冊…一～榊池
!()なは・
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     〃ユ87ク4ユC

     5,4!ノ7ぬ(

     }??443(

     4県(

     →;119(
     ○ユ7ク9ノ/(

     6394〃(

     '・4699(

     ''24!ω8(

     ケη34ノ(

 上表の池く吸切の採取帥ある4局ユノ引こば甑に平身置手の成刺画体がよづ乱るが'

 末形成粗体次73%府外至占めζ事くユタ月4引こ至っ(始めて回分解手の/静孜出個
 体がみら机るように徴ったげそし(永形成のものも半分近くに戒じ'て胞字体は殆んビ形

 成ミ札名冬ったとみてよし、小と思う.偶性イ主の形成ばξ月ユ。目に始めζみらポーるぶ6月

 3目になるヒ放出中のものが誌、めら丸るようになり.'7月中旬では掲んどび'玖出となっ

 た,こ札によって増殖短諌ぱ6月」二曾～フ同中釧こ庚短古ぺき己のと岩えら礼るコ

 ワカメ層殖試験
 ワカメは本県下:阿幻貫附並互生育衝履埴とされている於、市求,山川万面1こもよく生竜

 して畢腕3万メ猷鴇げしている・主戯蜥久楓殴び束・駈鶴舷輸即生産量
 ぺ全然増殖地核をな工ず、荻圧状態の歌婁6あフ(、今旨、調査、研究Z元実して実短す

 机ば送信の宿収が期停止札る。
 南隈地のため小履境の皮動には武威否壇殖助栗ぽ頭1葛でなし、が,その理由は未だ究明士

 九てし、ゴ裏1季1にお11一書萬木馬のため枯死するの批硬困引工亙し、かL考えう札てし、るヨ茎皮6
 ある・前写虐=には発生遮温試j茨をなし./8～)プCづ心好適なることづΨ判明士札たが今一年度

 はイタヤがイをコレク9一ヒして:狂走手を壱圭せしめて信念し.そ花王コンクリートつ“口
 、リフに固着し(君水中に夜入し、水彊障害の奥相をはっ走りせしむべく実弼し(みた。



 拭粁及び万法

 4・月23日『〒家雇下戸厨真一に(採取しア三口か人を榑・1二八寸C.そオし公ヒタヒタに尾〔る{茎戻

 i二潜水をみたして潜走壬を一板出→土しめ.看の把手水を如露に(コンクリートず。・リグに

 解付iす.直ちに投入し(駐厭{セ売)4日34日には⊇3肩阿久ネ艮増宋で探二軍区したワムメ・
 を前記の…重リ荻歯也.しめ(濠イすけ技＼した(現島地晩)コしクタ^のイタ∀ガイ1二はビ
 ーカー中に放出せしめた足手水之又犬イドさ滴下着生せしめ、なるべく放出直清の使全
 なものが着生するようその潮凌=菰出土しめて塩後し宿誉寿永1よ天蕉薄氷を遺過し(5～
 7日毎1二項メ〈した=.

 街ず口1リグに]レクターを固着する腸台1まヒメ)卜1ζマノール急鰭制を混入し念塵取
 化を四っヒつぐ鰭亭㈲6なく栄燥に・よる挺滴ぺ心電巳こ札るので径1j頃1にはコレクターに穴

 をあ1†./6一番録。針金三一亙してブロリクの『形針金(/2鰍)にし1ぎu枝へした。
 撤入日日.方法.摸＼貫宥は下表の皿リである.

     雨高表収入荻量未:雇     4・目)3日1_ブりりクベ直椙陀早肘付け.ブ"クぎ久三青垣3ナ!ス4氾偏司
     4月)4目4ブロリフ打二亀堆ユナ!zプ。一
     }月3o巨コしクターの固着俵入コレクト'漱(フIb〃ヨ))9ゴ。

     'o月/5目≠十ツ杖(・3)ユ!7℃

     吐4ケ%叔(・・5〕〃ポ。
 二段入場所は下図の如くζ六朝千潮蜜下3,5一号雇賃は港穣或材殊賃びある.



 嶺果ヒ葛簑

 福島地完二一仏月フ巳劾采調査をなす、先づ'「1ゾキ。香海底のブロ・リグにロカX

 が者ミ1≡1し(し、るるNビうかをみ「ζ、癸=見したブロΨク1よ6玉一るたぎiす引そ昌げて皆圭択荒zみ
 た.し分し淘・水が胃づていくブロ・ソフの発則よ桓め(困監てあり.更には借覧し仁ブロ

 ・ソウ引格iデIも思うにイ王吐ず困監乞未たし(紺半時南の剛こわづふに6ヶしか引揚けら孔

 肥'った一購4冒摸入したωをけ発見いうち打亙引揚げ得帥ワか千の拳
 生はなく、才ニクサしマクサ.ウミり今ワ、フクロ'リ、無前石3く湊亭が勇く者圭し、

 イソ£ウもわゴかながら4られた。三自娃1こは他生物の着生もケなくくクサ、オニクす

 察筋石灰壌6ぐみられたべ庁ζある、茅月～o目、/ρ月ノ5B.ノ/月27目投入の分

 ぱ1一ノゾ'キ」5!/ナ潅ミ毘し.4ケと引キ引デき膏査し疋=び何本Lそ三パフりメのネ皇生Iよ認めらオし

 ず.プ^口、ソフの昏i面'こ`ま黒詞4ヨ灰霧…の着生がヲく,ウミ、う今日、イリ=巨タづ“偉才にみら

 れ甘コしクダ自体には他坤の着生1ま飾った・,
 葛平地先:一・一一4局/⊇目「ノゾキ』をもつ(指」二少ら蟹察したが新島地先と同択ワ

 万メの著生1よ金糸認めら礼ず、才:ゲサらし玉ものがヲく着生しているのみ脅.あフた.

 以上の如く所期の8勉は二重1叱ら丸な6、ったぶ.二の療厨ヒし(宕えら礼るものは.⑦

 ワ万一λが健全な直正体ヒ奴ら徴し、うち亘玖1こよリ撹乱こ孔て生じヒ添水中の恐湾佃の沈

 槙による障害F.◎f夏勢仏外洋氷の天人1こよる障言'.③石灰泰び政蓬一し(りカメ延生体色

 瞭覆二する璋言。④培養1つカメ発芽体の不健全・吃騎手で拝に塙身地先の試1験此は僅かな
 回測こよっ(も混りを生ずる処であるのひ愚玉虫梅の沈積による障割ま家外大き㌧、のては

 ぼ11批思わκる.又.暗蓑中のロカメは明中田字食の判定ぴ砧.6眠頃1つ・ら7
 月の荷めにつ、け(白J茅月ε体が硝成上才して二3プC台1こ上二字トしだム彗1養水…置中ζも尚瑳唇し(オ芝

 八コしクターには完全に着生していたことゲら太演の戸草きは予想タドにケないの6ばないか乙著え螂



悟入草増殖効果判定調査
 本県1まそ奏し、貴書岸線至キ争も召1'る処岩一蟻地帯蔓くし(.テ芙貢書資:乗は婁租多択であるが、ヨ蚤4ζ

 なビ1二よっ(亙亡膨、ヒみにその生産小痩i『し(気(いる,

 :のようなと三.国費一語駒成による夷厘増殖肉発物栗判定調査幸畑喉施主礼ること

 雌リ、揃てば竃触献本産学部、田中匁榎の協力の下に・串木野吊羽島地先におい
 (海人軍の嗜郷眠判足調査之行・った、
筆兼実施皐月日

 ○頂虎調査

 ○中一回技石

 ○方こ回.枚石

 昭和29字8月…;E一

 〃予月3δ日

 〃ヲ月ユ目

 帆栄前の予備調査及び一眠堤調査鈷県の楓専

 ・7月～0日頃1詞晶粒先の海人車着丈黒頂Lえ調査するに・晒分目巨手.累砲手とも鼠麺、し
 既に四分胆与の一郭玖出が認めり机た.

 多目3目、田中蓼し梗ビー束に裂境鏑省二至なす。者1抱先は軍阿約/00買の翔二人竿を生産一し
 くいる訳、主棲息地は蛭禰で・き尽し、処である為、増1租劾栗判定の疋理之貰再する憲1宋小ら

 官理.蛭福1の丁稚な漁茨協同組合沖に狽畝をなtんとして,禄番リた入札で、生育杖況

 ま二音釘査し.'方.荷旨」二つ、ら1式「」ゾ'キ⊥;…=1↓又つ(…蕾・雇え尤;尼を壱同憂した、

 綴漕りでの生育択玩調査に」二社は、番人草は点在的さ尺干潮時/一～6奄岨の処に生存
 し、1亭に3㌔4尋{江の旭にヲいよう(ある.イ年長のj臣虐=ぱ叱玖舷浸好でラす歯ラドを示し
 殆んど全部のものが成熟し(いく道民時期となっていることび判輔した㌔海菌ま大静含
 4“岩礁6あるろく,そ1の石奈阿'玄妙賓しなつ(いる。

 琴蒙実砲の経岨扱妥

 ナー釘叔看

 増値の万法と一しては.ブロ・リフ(コンクート映)又は石1こ履手を蒔きつける宥葱と

 原票亙包メント否履z付ける移殖の二夏リの万丞によった。

 夙策!鼠よ00匁は?月ユ9昌、萄島薫協さ孫く取し.荏印に堵し(あった1がそあ方法
 4“本手目ユ貫宇眉目コあつた為、ぐつ、華韮員又呉が羅辻ら札仁。

 拭入梅謝季コ川リートブロリウ(底辺兆瓦上辺27榎、斜坦ユ3糎)6個‡奉
 傭し,石は、漁協前の貫岸1こある員～∫貧の石互イ更用したヨ

 握手暗李柞けの方法1ポ先づ、桶に亙木を入札、アルファーナフタりシ瞳殴の収監
 た容し(3δ分阿、重人車硬秦丘その中に:費哀しく足手を出させ、亘ちにブロ・リう足
 び石に醇さ片げた。

 移殖ミ麦ぱ・晴手た出士せヒ原案定づ'olリグにとメント(急鯖剤添加のもの〉ξ破之

 {幸け(;暑卜申に拭入した・向、ヨ重奈百茅室ブ'oック1こは,環葬ミ王ま母黛に八オいご.く!1)っ

 σ砲手着生の嗜畑主計った。



 水深別摸入状況は沢の過リ(水球1亥八潮千潮畝下)

 '導檀手藩主付けブロりフ/値石ユ佃須殖ブロ・リクノ倒

 ユ尋雇手移圭付け,ブロ・ゾラ/個習殖デ。・りフ/個

 3斗・義重子商二三一イ寸けプI:いリクユイ圃石6イ回'

才二回抵万

 供試臓は約6的中、狐杜の臓μ斗停1・X札、ぬ・含醐中に賊し如一
 睦にくコンウ1〕一トゴ'口、リつに蒔き付けλユ、4隼の処にλ個宛技八した。

 ユ目目伎入の印として半分位の白色†イロン組立しばりっ1†た.晴手水の廻友はノ立

 方程一音リ6デ∂個6あつた.

篶民

 校入したブロ・りウ又は石の果叔、恩浸.転垣、目的桓たる暦大軍の生育杖祝、官校生
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 詰.※工肝爾騎の採水1寺、い千純なつひら鰍棚舳こどとき,」
 銀杏利11入口よリ下流ノク米.距岸3次のイ迂匠香行った白のである.

 莱工妃下手珊時の択水は.鎮香木111入口より上流ノm米.胆岸5mの種液
 の存程は全1柴瓢めら北ない仏6行っに.
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才!回調査

 瓦石1、黒工場は試泉榛京中ぐ雇氷貴は冨時河40工古米で.擁木茸を亙じ(銀杏

 末川a、ら,II府1i,Iこ瓦煎さオしている.
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 流下し(し、る庇氷ぶ色じ椅喬な4〃μω夜4脇ρによって認定せら机一臭気と則;
 川口肘近までよら札.椥=。千珊時ぼ、はっきりす套.一
 ヤ3国調査

 今回、額な臓ヒし(は.駄鮒鰍州ヒ双狼丸(すぐ・紙1た一もあ'l

 P榊鮒に馴二と一一解職量惚・・駅・がン職1酌鯛槻けら争.
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 川口.爪含.排水口ヒ流に発し、(は虎策の影書は認めら机ちしi一
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